
情報提供日 令和３年１０月１８日
担当課 みやざき文化振興課
電 話 ２６－７０９９（内２２５８）

担当者 宮園、池邊

令和３年度宮崎県文化賞の受賞者について

本年度の受賞者は次の２名に決定しました。

１ 受賞者 ※年齢は、令和３年１１月５日時点

部 門 氏 名 年齢 所 属 等 居住地

学 術 伊藤 哲 ５７ 宮崎大学農学部教授 宮崎市
いとう さとし

芸 術 俵 万智 ５８ 歌人 宮崎市
たわら ま ち

２ 授賞式日時
令和３年１１月５日（金） １４：３０～

(1) 授賞式：１４：３０～ 県庁本館講堂
次第 ① 開式

② 式辞 知事
③ 挨拶 県教育委員会教育長
④ 選考審査経過報告 県文化賞選考審査会委員長
⑤ 授賞 知事、県教育委員会教育長
⑥ 来賓祝辞 県議会議長
⑦ 受賞者挨拶
⑧ 閉式

(2) 記念撮影：１５：２５～（予定） 県庁講堂及び県庁正面玄関前
※雨天の場合の記念撮影は、県庁講堂等で実施

宮崎県文化賞は、昭和２５年、本県の文化の向上発展に特に顕著な業績を有す
るものを顕彰することを目的に、県及び県教育委員会が創設しました（今年度で
第７２回）。
受賞者は、今回の２名を加えて、これまでで３０７名と３団体となりました。



令和３年度宮崎県文化賞受賞者及び授賞理由 

 

部  門 学術部門 

氏  名 
いとう   さとし 

伊藤 哲 

生年月日 昭和３９年６月２４日 年 齢 ５７歳 

所 属 等 宮崎大学農学部教授 居 住 地 宮崎市 

推 薦 者 酒井 正博 

授賞理由 森林の将来にわたる多面的機能を維持するため、生物多様性等に配慮し

た自然林再生や人工林施業の研究などにより、本県はもとより全国的な

森林管理の推進に寄与した功績              

経 歴 

（学歴） 

 

（職歴） 

 

 

 

 

 

 

(受賞歴) 

 

昭和62年 3月 

 

平成元年12月 

平成 5年11月 

平成10年 4月 

平成21年 3月 

平成30年10月 

 

令和 3年10月 

 

平成20年 

令和 3年 

 

平成22年 

平成26年 

 

 

 

 

 

 

 九州大学農学部林学科 卒業 

 

 九州大学農学部助手 

 宮崎大学農学部助手 

 宮崎大学農学部助教授 

 宮崎大学農学部教授 

 宮崎大学農学部 副学部長（研究担当）（併任） 

※令和３年９月まで 

 宮崎大学農学部 評議員（併任） 

 （学会賞） 

植生学会賞 受賞 

 日本森林学会賞 受賞 

（論文賞） 

森林立地学会論文賞 受賞 

森林立地学会論文賞 受賞 



令和３年度宮崎県文化賞受賞者及び授賞理由 

 

部  門 芸術部門 

氏  名 
 たわら    まち 

俵 万智 

生年月日 昭和３７年１２月３１日 年 齢 ５８歳 

所 属 等 歌 人 居 住 地 宮崎市 

推 薦 者 中川 美香 

授賞理由 歌集「未来のサイズ」により迢空賞を受賞するとともに、評伝「牧水の

恋」や牧水・短歌甲子園の審査等を通して、若い世代を含む短歌文学の

裾野を拡大するなど、本県文化の向上発展に寄与した功績 

経 歴 

（学歴） 

 

（職歴） 

 

 

(受賞歴) 

 

昭和60年 3月 

 

 

 

 

昭和61年 

 

昭和62年 

 

平成16年 

 

平成18年 

 

令和 2年 

 

令和 3年 

 

早稲田大学第一文学部日本文学科 卒業 

 

神奈川県立橋本高校で国語教諭として１９８９年 

まで務める 

 

第３２回角川短歌賞 受賞 

（受賞作：「八月の朝」） 

第３２回現代歌人協会賞 受賞 

（受賞作：「サラダ記念日」） 

第１４回紫式部文学賞 受賞 

（受賞作：評論「愛する源氏物語」） 

第１１回若山牧水賞 受賞 

（受賞作：「プーさんの鼻」） 

第２９回宮日出版文化賞 受賞 

（受賞作：評伝「牧水の恋」） 

第３６回詩歌文学館賞、第５５回迢空賞 受賞 

（受賞作：「未来のサイズ」） 

 



令和３年度宮崎県文化賞受賞者 

 

【学術部門】 伊藤 哲 

 

【芸術部門】 俵 万智 


